






































































































































に保たれているあいだ、 Innermagnetosphere内では、 Plasmasphereおよび Ringcurrent 
は、低エネルギ一帯域の荷電粒子が量的に多く、しかも、同時に、 Electronvoltから KeVの






















ば、地磁気嵐のおよそ半分は Fluxincreaseに起因しており、あとの半分は、 Fluxdecrease 
と磁気嵐前の Fluxintensityとの間での分裂に費やされる。
上述のバランスに関連した事項は、 Figure2の示されているようになっており、 Large.scale















CRAND ion trapping 
Substorm injections 
Radial diffusion 






Dayside VLF chorus 




Cosmic ray albedo neutron decay(CRAND)の名で知られており、ほんの少量で、はあっても、
Inner zoneのIonsに、常にその継続的供給に寄与しているものである。放射線帯のイオンに
着目するとき、重要なもののうち、 Sporadicなものが現われる Mechanismは、太陽表面の
























るような状態(cf.Summer et aL [6])が、ここで考えているような状態であり、そのようなとこ





































それに、 Plasmasphereの内部には、 ELFおよびVLFの周波数帯の Plasmawavesが存在
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添付図版
Figure 1 地球を中心とした二重構造の放射線帯における電子エネルギー束 (Ref.[2]) 
(1)電子エネルギ一束の低いものから高いものまでを便宜的に
図化上の可視色の青いものから赤いものまでによって示す
( 2 )地球測位システム (GPS)28個の人工衛星のうち 3個の
人工衛星の軌道を図示
(3 )地球と同一の回転角速度で赤道面上を周回する衛星軌道図示
[ by the courtesy of the USAF ] 
[Ref. M W.Liemohn and A.A.Chan; 2007] 
Fi郡lre2 省略 [本文中に挿入・参照l
Figure 3 相対論的電子の軌道(黒)と ULF波、 VLF波、コーラス波(Choraswaves)、
電磁イオン・サイクロトロン(EMIC)波および、プラズマ圏のヒス(Hiss)
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ところで、電離層は、 E層、 F1層、 F2層などのほか、一時的に出現する Es層もある。こ
れらの高度は、たとえば、 E層は地表上約 100"-'200km(周波数帯は、1.5MHz"-'6.5MHz)
であり、 F1層(周波数帯は、 4MHz"-'5MHz)およびF2層(周波数帯は、 3.5MHz"-'8MHz)
は地表上約 400km~800k mで、ある。一時的に電離層の周波数帯や高度が変.化することがある



















































































































オーロラに関しては、 Alfven[3]の宇宙電磁力学の理論的記述のほか、 Stoelmed4 ]の現象
論に重点をおいた記述などがある。北極側のオーロラを、“Aurora-boreares"と呼び、南極側
のオーロラを、“Aurora-austraris"と呼ぶ。

































































4. 1921年5月 13日 サモア
5. 1951年9月 13/23日 メキシコ
などである。この現象の確実な予測については、まだ、十分に普及していないといってよい。
さらに、オーロラが、地上の人間社会にえいきょうを与えた例としては、・以下の例がある。
1. 1958年2月 10日 赤いオーロラが出現している問、カナダ北東部に一時的な停電、
これは、ある変電所の遮断器が異常を起こしたためであった。
2. 1972年 8月初め A)激烈な地磁気擾乱の際、アメリカ中西部で生じた同軸ケープツレ
通信網の遮断があった。
B)カナダ、のマニトーパ水力発電所からの報告によれば、ミネソタ
へ送っていた電気は、約 1分間、 164MWから 44MWに減じ、
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